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＜考察＞

今回、初めて青森県老人保健研究会に参加させていただき、県内の他施設での様々なケースに対する取り組みを聞く事が出来ました。研究内容としては、嚥下障害や口腔ケア、手紙や訪問し地域交流に向けての取り組み、老いても美容を保つ為のケア、更に介護する職員の腰痛予防の為のストレッチを行なう等、様々なものがありました。当施設でも現在行なっている取り組みもあり、実施の仕方、それに生じる問題点等を共感し、貴重な意見を聞く事が出来たと思います。また、当施設からは通所リハビリテーショングループが研究会に出場し、利用者様に楽しく食事を召し上がって頂く為、家庭的な雰囲気での食事スタイルへ変更した事を発表していました。私は取り組みについて初めて知る事も多く、また他施設からの感想や意見を頂く事で、今一度私達の行なっているケアを見直す事の出来る良い機会になったと思います。どの研究においても利用者様を取り巻く環境での問題等、改善するまでには一つ一つの取り組みの積み重ねによって、利用者様を第一に考え、より良いケアに繋がっていく事を再認識する事が出来たと思います。

現在、私は三大介護の中の「食事」を担当しており、利用者様に美味しく食事を提供出来る様、利用者様にあった食事形態や食事の席の配置、口腔ケア等について他職員と意見を出し合いながらケアを行なっています。他施設で食事に関しての取り組みがあり、今後、参考にしながら私達が行なっているケアを見直し、利用者様と深く関わりながらより効果的なケアを実施出来る様に努めていきたいと思います。

＜研究要旨＞

◇【「口の寝たきり」を防ぐために～口腔清掃の取り組み～】

介護老人保健施設　幸陽荘

口腔ケアは、食べる・話す機能の維持や感染予防に繋がる。その重要性は認識しているものの、業務への定着がなかなかなされておらず、「口の寝たきりを防ごう」を合言葉に、口腔清掃に焦点を当て取り組んだ。準備として、①協力医療機関の歯科医師による院内研修②職員間での学習会と口腔清掃の演習③プロジェクトチームによる課題検討を行なった。これらは、職員の動機付けや口腔清掃を見出すきっかけとなった。実践課題では、①口腔清掃のマニュアル作成②口腔清掃に関するアセスメント実施③絶食中または自力清掃出来ない方に、スポンジブラシ・緑茶使用による清拭④自力で歯磨き・義歯洗浄可能な方に助言と確認を行なった。アセスメントは口腔や義歯の汚れの実態が把握でき、口腔清掃の第一歩として有効であった。実施１ヶ月の評価では、口臭や残渣物は軽減し、歯磨きは習慣化している。今後は認知症やＡＤＬの低下により、介助が必要な方の口腔清掃に取り組み、徹底を図りたい。

○現在、私達も口腔ケアを毎食後に行なう事が徹底されておらず、どの様にしたら良いのかとても参考になりました。これからは全職員・利用者様に口腔ケアを行なう事の重要性を理解して頂き、利用者様が鏡の前に立ち、自ら口腔ケアを行なっていける様な環境を作っていきたいと思います。

◇【絵本による回想法の実践及び活用の可能性】

弘前学院大学

高齢者が自分の人生を振り返ったり、周囲の様々な人との質の高い交流を目指す事を目的とした援助の一つに回想法がある。この回想法は、比較的新しい試みとして広範に展開され始めており、様々な方法も試みられている。回想にあたっては、その人が生まれ育ってきた中で使い続けてきた方言で話すことに意味があるのでないかと考えた｡そこで、津軽弁で回想できるための方法として、津軽地区の生活や風土を盛り込んだ“津軽の昔語り”という絵本を作製した。この絵本を使用し、高齢者による回想を若年者に対して実践した。そして、世代間コミュニケーションのもたらす効果を検証したので報告する。またこの絵本は認知症高齢者に対しても、その人らしさが一番に発揮できる方言を使用する事を通し、①その人の生活史を何かしら回想出来る事、②家族や医療従事者との密な交流が図られそれぞれの理解が深まる事にも役立つのではないかと考える。

○現在、レクリエーションを行なっていますが、合唱や小ゲーム等毎日決まった内容のものが多い為、昔どの様に生活していたのか、または昔話の本の読み聞かせ等を行なってみるのも回想法の一つになるのではないかと思います。実践しながら現在行なっているレクリエーションを利用者様が中心となって行ない、利用者様同士の交流を図りながらどの様に活用したら満足して頂けるのか考えながら行なっていきたいと思います。
◇【ユニットケア導入により見えてきたもの】

ユニット型介護老人保健施設　青照苑
　平成１９年４月より従来の多床室（４人部屋）から全室個室のユニットケアに移行した事により、大きな転換期を迎える事になった。これに伴い、「ユニットケアを知る」という観点からユニットケアがもたらす入所者の生活の変化・家族の関わり方・職員勤務体制の変化について調査を実施した。結果、従来の多床室ケアとユニットケア導入後の変化について報告する。

　・行動観察調査

1 入所者の生活の変化・・・日常生活（居室滞在の割合）・共同生活室での過ごし方

2 家族の関わり方（来苑回数、居室滞在時間）

3 職員の勤務体制の変化

　・アンケート調査

1 期待と不安

2 入所者に対してのケアのあり方
　従来の多床室と異なり、ユニット型は個室である事から職員による目配り・気配りの必要性が高くなった反面、入所者との距離は近くなり「住んで良かった」「また住みたい」という声が聞こえてくる様になりました。ユニット型導入にあたり、入所者に対して癒しの空間を提供出来た事は大きな成果であると考えられる。

































































































